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日本周辺海域の海洋地質調査活動

昭和56年度の白嶺丸による調査航海

本座栄一･井上英二･有田正史･;石原文案(海洋地質部)
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はじめにG旦81-14月15目一5月14目

目本周辺海域の地質調査研究は昭和49年度以来白嶺GH81-25月22目一6月30目

丸を使用して地質調査所海洋地質部で実施してきた.

本調査研究は2段階に区分けすることができ第1次がGH81■37月8目一8月6目

昭和49-53年度の概査段階第2次は昭和54-58年度の

精査段階である.いずれも工業技術院の特別研究とし

て実施されているもので前者か日本周辺大陸棚海底地

質総合研究後者カミ目本周辺大陸棚精密地質に関する研

究として実施されている･第1次の調査研究を通じて

日本周辺海域全般の広域海底地質が把握されそれは縮

尺100万分の1海底地質図クルｰズレポｰト(英文)と

して既に公表されている.同時にいくつかの沿岸海域

についてはさらに詳細た海底地質調査研究を行って

これを縮尺20万分の1海底地質図･表層堆積図クルｰ

ズ･レポｰトとして公表されている.

これらの成果は海底炭化水素資源探査の参考資料とし

て沿岸立地条件海底電線敷設等の土木関係あるい

は学術的分野からも広く利用されている.

第2次の調査研究は第1次で得られた情報をもとに

さらに詳細に調査研究しその成果を縮尺20万分の1海

底地質図･表層堆積図にまとめて海底鉱物資源はじめ

各方面に海底地質に関する基礎的情報を提供すること

を目的としている.実施にあたっては｢大陸棚海の基

本図｣(海上保安庁水路部発行)の区画にしたがってその

海底地形図を利用しつつ調査研究を進めることになって

いる.この区画は全部で80あり全部をカバｰするの

に現在のぺ一スでいくと2C年近くを要する計算になる

がさしあたっての5カ年間は主として日本列島太平洋

岸の区画を順次調査することになる.ただし社会的状

況の変化によっては他区画の調査海域への変更も考えら

れる.

1.調査航海の概要

56年度は本計画の3年目にあたり釜石沖･仙台湾･

目立沖の3海域において海底地質調査研究を実施した.

4月から8月までに3回合計!00目閻白嶺丸(金

属鉱業事業団所有)を使用して以下のように実施した.

(30日間)釜石沖

(40目問)仙台･

目立沖その1

(30目問)同上

その2

調査班は主として地質調査所海洋地質部の命究者こ

れに技術部の研究者が参加し筆者らがそれぞれの航海

の主席研究員として調査の遂行とりまとめにあたっ

た･乗船研究員数は航海によって異なるが大体5-

7名である･これに大学からアルバイトで乗船した学

生･院生が各航海8名程度あり調査班の仕事を手伝っ

ている.

調査方法は側線間隔2-5カイリ格子状の物理探査測

線を設定しこれに沿ってエアガンによる音波探査船

上重力計による重力異常探査プロトン磁力計による磁

力探査を行った.この他にサイドスキャンソナｰを使

用して海底面の構造調査を実施している･船位測定は

NNSS測量デッカ･ロラン｡航法による.

定点観測には側線の交点あるいは岩盤露出地点等の重

要地点における採泥調査としてドレッジロックコア

ラピストンコアラスミスマッキンタイヤ型グラブ

海底試錐機等が使用されグラブ採泥地点ではグラブに

取り付けた水中カメラで海底撮影も行われた.また

ピストンコアラに取り付けて地殻熱流量の測定エアガ

ンを発音体としてソノブイによる屈折法も行われた

(第1表).調査航海をつうじて最後の6日間は国際協力

事業団の沿岸鉱物資源探査に関する集団研修コｰスの外

国人研修生10名の研修苗訓練も同時に行われた.

2.GH81-1航海(釜石沖海域)

本航海は昭和56年度の最初の航海として4月15目に

船橋港を出港し5月14目に帰港するまでの30日間にわ

たり釜石沖海域を調査した･調査海域周辺の海岸線

は典型的なリアス式地形を呈している曲調査海域の水

深は東方に深度を増し撮深部は1,100mに達する由

本調査海域は昭和51年度に調査が実施された｢八戸沖

海域｣に連続する南の海域であり｢八戸海域｣の調査

研究で指摘された大陸棚の傾動運動の規模及び第四紀に�
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策1表

GH81-1航海の調査項目

1使用調査器機1

航

走

調

査

停

船

一調

査

音受

を信

発す

しる

て謁

そ査

の法

反

射

波

を

他愛

の信

発す

する

る調

停査

母法

を

採

泥

調

査

測深機1

サイドスキャン

ソナｰ

エアガン

3.5kHz地層探

査器

船上重力計1

プロトン磁力計

乎卓

デッカ1

スミス･マッキ

ンタイヤｰ式グ

ラブ採泥器

海底カメラ1

採水器1

重力式

柱状採泥器

チェンバヅク

ドレッジ

的

12kHzの音波を使用して

海底地形を線状に探査する

105kHzの音波を使用して

する

最大山

片舷500mの海底の微地形を面的に探査

105～110気圧の空気を海中に放出して

部の地層を探査する

30且z～500且zの音を出し

海底下深

3.5kHzの音で海底下浅部の地層の状態を探査する

海底下の重力を測定し

地下構造を推定する

海底下の磁力分布を測定する

人工衛星の発する信号をとらえ

船位を測定する

定点より発さられた電波をとらえ

船位を測定する

底質物の定点採取を行い底質分布を明らかにする

海底を撮影し

2m四方の海底の状況を調査する

海底面上2㎜の底層水を採取し

塩分濃度の資料を得る

表層堆積物に6m-12血の長さの管を打ち込み

堆積物の堆積状況を調査する

円筒形の採泥器で海底をひっかき

てる

岩石を採取し

地層探査記録の解析に役立

mで実施した

100Hz内外の周波数

を使用した

1･･分母に測定した

一度の採泥作業で

同時に行うことがで

きる

おける地塊運動の性格を解明するために重要匁海域であ

る.

調査方法:調査方法はすでに白嶺丸において確立さ

れている方法を採用した(第1表).

音波探査及びサイドスキャンソナｰによる海底微地形

探査の側線は第1図に採泥点は第6図にそれぞれ示し

てある.

乗船研究者:第2表に示されるように地質調査所海洋

地質部7名トルコ鉱物資源研究所1名調査研究補助

員8名が参加した.

経過:4月15目に船橋を出港し調査海域に向った.

調査海域の南端から沿岸を定置網等の漁具の設置状況を

写真1深夜におけるノ'イドロホンの投入作業�
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調査し在カミら北上した.漁具等の設置状況の確認は

音波探査カミ視界のきかない夜間に実施されるために沿

岸部における側線の進入限界を知る上で重要である.

4月18目より本格的放調査を開始したカミ水温は最低

142｡

2.C最高9.Cで気温は6.C内外の時が多く続いた.

南極航海から帰っできたばかりの乗組員はr南極より寒

い｣とふるえていた･前半の調査においてはエアガ

ン投入後1時間位でエアガンに水カミ入り作動しなくなる

�㈰㈵
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開地層探

始の探査

サイドスキ､ヤン

探査測線
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第1図

G亘81-1次航海調査海

域位置図及ぴ側線図�
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第2図調査海域北部の海底地形鳥かん図(有田原図)

という現象がしばしば生じた.関係者がエアガンを分

解し検討した結果水温カミ低いためにエアガンの外側の

金属と内側のピストン部の金属の収縮率カミ異なり両者

の間に空隙が生じて圧縮空気の制御カミでき放くなるの

ではないかと推論された.また4月20目には985ミリ

バルの低気圧の中心が白嶺丸を捕え調査続行を不可能

にしたため山田湾内に逃げ込み錨泊した･この時化の

申で各研究室では船カミゆれるたびに動き回る箱類を

研究員カミガムテｰプで固定するのに一生懸命であった.

とにもかくにも海というものは人知を越えた存在であ

ることを痛感した航海であったが乗船着及び乗組員の

協力によって調査の当初の目的を達し一匹のオット

セイ数百羽のウミネコ数百頭のイノレカの群に別れを

告げ5月14回船橋に帰港した.�
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おもな成果:今回の釜石沖海域の調査航海においては

多くの地質学的地球物理学的情報が得られ現在各担

当者によって詳細な検討が行われつつあり最終成果は

縮尺20万分の1海底地質図表層堆積図及びクルｰズレ

ポｰトにまとめられて公表されることとなっている.

ここでは調査結果の概略について紹介する.

写真3海底カメラ付スミスマッキンタ

イヤｰ式グラブ採泥器

採泥班が採泥器から堆積物を採

取しているところ

第3図

3.5kHz地層探査記録より作成した調査海

域北部の南北断面

水平距離については未補正である(有田原

図)

写真2夜間採泥作業

写真4立割りにされた柱状試料�
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2.エアガンによる地層探査例を第4図に示してある.

これらの記録が他の日本周辺大陸棚海域の記録と異なる

点は浅海部において中新世以前の地層を不整合的に

覆う三角形の厚い堆積層カミ存在することである.この

堆積層は北部海域では海進型南部海域では海退型の

堆積相を示しており両者の堆積環境は異なるものと推

定される.調査海域の沖合部には中新世の地層カミ広

く分布し北部海域では東方への単斜構造を示すが南部

海域では摺曲構造の存在カミ認められる.

3.重力異常図は第5図に示してある1

4･海底微地形探査の結果についてはグラビア参照.

5｡調査海域の底質分布の概略は第7図に示してある.

調査海域の堆積物は泥質堆積物と砂質堆積物に大別され

るカミ前者は沿岸部(水深140m以浅)と沖合部(水深500

m以深)に分布する砂質堆積物はこれらの泥質堆積物

にはさまれて分布するカミ境界部周辺では含泥率カミ高い.

他の大陸棚海域においては砂質堆積物の粒度差による

帯状分布か広く認められるカミこの調査海域においては

北部海域で粗粒砂一中粒砂の帯状分布が認められるのみ
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第5図

ユ41030･E

重力探査の結果図(西村清和原図)
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である.砂質堆積物の粒度差による帯状分布は海域

の中央を南北に広く分布している細粒砂によって覆われ

ているものと考えられる.

海底カメラによる海底撮影の結果(写真5)クモヒトデ

の分布域は細粒砂の分布域と調和的である.

泥質堆積物の厚さは2m以下であることが重力式柱状

採泥の結果(第8図)明らかにたり下部の砂質堆積物中

灘欄

蟻盈一鰯

鱗概

には円磨度の良い円礫及び軽石層の存在が認められた.

柱状採泥点9(第6図)では1m20cmの泥質堆積物の下

部に細粒砂カミ分布し3mの位置にキリガイダマシ(巻貝)

が多く認められた.

ドレッジ点においては5cm内外の火山岩の円礫及び

半固結シルト岩砂質凝灰岩等が採取された.これら

の岩石は陸上の中新世の岩石に類似した様相を示してい

.驚…概

擦篶簿

顯災

写真5各採泥点における海底写真.

灘躯蟻

瑚

コンパスの直径が約7cm.

澱雛

採泥点の後の数字は水深を示す.

1艦繍�
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策2表GH81-1釜宿沖調査航海の研究班構成

第3表GH81-1釜石沖調査航海の経過表

区分1

地

質

調

査

所

研

究

員

船

上

調

査

研

究

補

助

員

客員

氏名i

有周正吏

小野寺公児

木下泰正

横田節哉

棚橋学

岡村行信

西村清和

小林厚司

田中一笑

鷲兄武富

沢田昌宏

梅田和宏

田原敏正

野呂英生

賢賀雅紀

オスマン･

ムムジュ

所属1担当

主席研究員総括堆積

総務地形

サイドスキャン微地形

採泥地球化学

音探地質

音探地質

NNSS地物

日数1月目

海洋地質部

〃

〃

〃

〃

〃

〃

琉球大学

〃

愛媛大学

水産大学

東海大学

〃

〃

〃

トノレコ鉱物

資源研究所

船上調査研究補助員

��

船上調査全般

る.

6･調査海域の表層水と底層水との塩分濃度分布につ

いて第9図に示してある｡底層水の塩分濃度分布は水

深カミ深くなるにつれて濃くなる傾向を示すカミ表層水に

おいてはより複雑で海域中央部に塩分濃度の濃い海

水が北方よりクサビ状に侵入している･また沿岸域に

は河川水の影響によると考えられる低濃度の塩分分布が

認められ北上川河口前面海域で最低濃度値27.20%を

示す･表層水における塩分濃度は調査海域における海

流方向を反映すると考えられる.表層水中の高塩分濃

度の分布域は含泥率の低い砂質堆積物の分布域と調和的

である.それゆえに沿岸部における泥質堆積物の分

布域は北方から流下する海流によって規制されているも

のと考えられる.
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天候

半晴

雨

半時

〃

〃

雨

半時

〃

満天曇

半晴

雨

半時

〃

晴

暴

雨

半時

濃霧

〃

半時

〃

暴

雨

満天暴

雨

曇

雨

〃

半時

〃

作業内容

船橋出港(13:00)物理探査

物理探査

同上

物理探査採泥G1104～Gl108

同上G1109～G1116

物理探査荒天のため山田湾錨泊

山田湾内にて荒天待機資試料整理

物理探査採泥G1117～1131

同上G1132～1139

同上Gユ140～u5ユ

同上G1152～1160

同上G1!61～1173

同上G1!74～1179

物理探査釜石入港(10:00)

釜石港資試料整理

同上

釜石出港(10:10)物理探査採泥p209～213

物理探査採泥G1180～1191

同上G1192～1204

物理探査

物理探査採泥G1205～1220

同上G1221～1239

同上G1240D466～469

物理探査

同上

物理探査採泥D470～476

同上P214D477

同上P215D478

物理探査

物理探査船橋帰港(10:00)

3.G亘81-2調査航海(仙台･目立沖周辺海域その1)

本航海は5月22目から6月30目まで40日間にわたり

実施された･調査海域は直前のGH81-1航海の海域

のすぐ南側にあたり宮城県の牡鹿半島沖から南へ福島

県沖を通り茨城県北部の目立市沖近くまででこれに続

くGH81-3航海と合わせて調査することとし本航海

では漁期等を考慮して沖側を中心に調査した･本海域

では大陸棚の発達がよく水深200m以下の部分が半分

以上の面積を占めている｡日本海溝のある東側へ向か

って深く在っていくが大部分は500m以浅で海底地質

写真6

採泥点113においてスミス･マッキンタイヤ式

グラブ採泥器で採取された層状構造を示す石灰

質岩の巨境�
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巨ヨ含泥率の高い砂質堆積物

騒麹極細粒砂

嚢細粒砂

騒中粒砂

騒翻粗粒砂

○円礫採取点

口角礫採取点

⑱円礫及び岩石

の採取点

�洲〴　

第7図底質分布概略図(有田原図)
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図出版予定区域の中で最深部はその南東のすみで水深約

1,600mと狂っている.

調査方法:今までとほぼ同様の調査方法がとられた.

航走観測では側線間隔2マイルの東西側線及び約4マ

イルの南北側線によってエアガンによる音波探査重

力･磁力探査12kHz及び3.5kHzによる測深と表層堆

積層調査を実施した.船速8ノットで行った･底質

採取では航走観測の東西測線と南北側線の交点のうち

約半分の点でスミスマッキンタイヤｰグラブによる表層

堆積物の採取と海底写真撮影を行った.さらに音波

探査等の結果を参考にして測点を選びながらドレッジ

ロックコアピストンコアによる底質採取と地殻熱流量

の測定を実施した(第10･11図).

乗船研究者1第4表に示されるように地質調査所海洋

地質部4名技術部2名調査研究補助員8名カミ参加し

た.

経過:5月22目13時白嶺丸船橋基地を出港房総沖を

通って翌日(23目)朝調査海域南部に到達･この目昼

間は北上し荏がら沿岸付近の漁業活動の状況を把握する

ことに努める･航路沿いを除いてさし網のものと思わ

れるボンデンが沿岸に数多くあることがわかりこれか

敦
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戀

洵
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洵
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22蓑
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第8図

柱状採泥結果と3.5k亘z地層

探査の記録例(有田原図)�
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第9図表層水と底層水の塩分濃度分布図(木下原図)
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GH81-2次航海仙台沖大陸棚で採取したコアの写真と記

��

載.RC187:水深119mコア下半部が粗粒になってい

〕る.30cmに浅海に棲むキリガイダマシ(Turrite11a)

がみられる.RC188:水深92mコア上部から1m位

まで下方に粗粒になっている･その下は泥炭質シルトを

｡wn含むシルトｰ細粒砂で陸域(たとえば氾濫原)の堆積環

境を思わせる(西村昭原図)
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それでもボンデンの近くや沖合で操業しているソ連の

ものと思われるトロｰル船団を避けてなるべく側線に

沿って航走するということでブリッジでは常に目が離

せない.採泥作業はグラブの調子も良かったカミ作

業に熟達した乗組員に手伝っていただいているので失敗

も少ない･5月末だというのにデッキは寒く防寒衣を

着て作業する.幸い荒天の目が2目と予期したより天

らの調査が大変なことを感じさせた､この日夕方より

通常の調査を開始一海域北部から南へ夜は航走観測

昼はグラブによる採泥の組み合わせで調査を進めていく

航走観測は夜間は沖合を走り明け方明るくなってボ

ンデンが確認しやすく扱ってから沿岸に近づくよう側線

を調整し水深の浅いところでは船の後部から曳航して

いるプロトン磁力計センサｰは揚収することにした.�



第4表GH81-2仙台目立沖周辺(その1)

調査航海の研究班構成

η

地

質

調研

査

所究

員

船

上

調研

究

査補

碧

貝

石原丈

西村

棚橋

申村光

斎藤英

渡辺和

実

昭

学

明

田

当

金

山

荒

須

池

中

真

子

内

川

田

澤

田

達

和

守

真

茂

啓

大

弘

冗

明

司

幸

司

靖

海洋地質部

〃

〃

〃

技術部

〃

琉球大学

〃

高知大学

〃

千葉大学

京都大学

山形大学

静岡大学

主席研究員総括重力

総務堆積一

音探磁探

〃

地形NNSS

〃

採泥

音探

〃

採泥

〃

NNSS重力音探

NNSS重力

〃

塩釜一船橋

侯にも恵まれ調査は予想以上に進んだ.

6月2目から4目まで塩釜に寄港した後調査を続行

する.この頃からだんだん暖かくなってきたが今度

は霧のため視界がきかないことが多く在った.沿岸の

調査は断念し航走観測の測線は沖合の方を中心にする.

6月!6目第二の寄港地小名浜に入港したが調査洲11頁調

に進みグラブによる採泥は予定をほぼ達成したと判断

して残りの採泥点は次の航海に回すことにした.そ

の後はエアガンによる音波探査や3.5KHz音響測深器

の記録をもとに侯補地を決めドレッジとロックコアに

よる底質採取を行った.また金華山沖の水深688mの

地点では長い柱状試料を得るためピストン平アによる

採泥を行い地殻熱流量の測定を同時に試みたがコア

が曲かってもどってくる結果に終った.それでも146

Cmの長さの試料カミ得られたが直接目で兄ることので

きない海底から物を取って来るということはやはり難し

いことだと痛感した.採泥作業は6月27目で終えた.

この間航走観測も沿岸部を除いた予定の測線の調査は

終了していたので翌目(28目)はソブノイによる屈折

法音波探査と海底谷の地形調査を行い6月30目船橋港

に帰港した(第5表)･

第5表GH81-2仙台日立坤周辺(その1)

調査航海の経過表

目数
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霧
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曇

曇

雨

霧

曇

曇

半晴

雨

曇

半晴

曇

船橋出港(13100)物理探査

物理探査

物理探査･採泥G1241-1249

同上G1250

同上G1251-1263

同上G1264-1276

同上G1277-1286

物理探査

物理探査･採泥G1287-1300

同上G1301-1311

同上G1312-1323

物理探査塩釜入港(10:00)

塩釜港

境釜出港(10:00)物理探査

物理探査･採泥

同

同

同

同

同

同

同

同

上

上

上

上

上

上

上

上
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物理探査

物理探査

小名浜入港(10:00)

小名浜出港(15:00)物理探査

物理探査･採泥RC148-152

同

同

同

同

同

同

同

同

同

上

上

上

上

上

上

上

上

上

RC153-157D47ト480

D481一遁84RC158-160

剃����

剃����

剃����

剃����㈱���

-486且52
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物理探査

物理探査

船橋帰港(10:00)

G:グラブとカメラRC:ロックコアリングD:ドレッジ

P:ピストンコアリングH:ヒｰトフロｰ

取得デｰタ:全航海距離6,325.9海里音波探査測線長

4,128.8海里測点数267点(St2208-2474)うちグラブ

及びカメラ197(G1241-1437)ロックコア56(RC148-203)

ドレッジ13(D479-491)ピストンコア及び地熱熱流量

測定点1(P216,H52)

おもな成果は次航海とまとめて後述している.

4.GH81-3航海(仙台･目立沖海域)

本調査航海は前調査航海と同一海域の主として沿岸域

を中心として実施された･7月8目に船橋を出航し

8月6目に帰港する30目間に沿岸域の採泥音波探査を

主体として実施された(第12･13).大陸棚は仙台湾で

広く小名浜沖で最も狭くなっている.陸棚縁(大陸�
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第10図GH81-2次航海

調査海域位置図及ぴ側線図

棚外縁)は三陸沖から牡鹿半島の延長域まで南北方向に

伸びそれ以南で北々東一南々西に伸びている.本城

は東北弧の前弧基盤隆起帯を形成する北上山地阿武隈

山地の境界域にもあたりその間を埋積する新期堆積岩

の構造からいかなることカミわかるか興味あるところであ

る.

なお本調査最後に国際協力事業団の沿岸鉱物資源探

査に関わる集団研修コｰスの外国人研修生が乗船し海

洋調査の研修をかねて調査に参加した･

調査方法:前航海と同様の調査方法がとられたカミ沿岸

浅所域カミ多いため曳航測器の一部は揚収されたり漁�
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網漁船を避けて計画とは若干異った側線カミとられた.

また航海最後には海底試錐機によるボｰリング調査も実

施した.

���

㈰

�

乗船研究者:第6表のように地質調査所海洋地質部延べ

12名物理探査部1名総務部2名国際協力事業団1

名鉱研試錐工業(株)1名琉球大学等のアルバイト

の学生延べ9名カミ参加した｡また集団研修コｰスの外
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国人研修生10名が参加している.

写真9

スミスマッキンタイア

グラブ採泥器にとりつ

けた海底カメラがとら

2.(182)富岡町沖水

深161m底質は中粒

砂ウミシダと多くのク

モヒトデがみられる

3.(231)小名浜沖水

深183m底質は貝殻

片まじり中粒砂2の

地点と同様のウミシダ

とクモヒトデがみられ

る

4｡(273)小名浜沖水

深463血底質はシル

ト質中粒砂魚とクモ

ヒトデカミみられる

(西村昭原図)

経過:7月8目13時暑さにうだる船橋をあとにして東

京湾にのり出した途端に涼しい風カミ吹き出した.何の

ことはない船がわずかに鳳を切って進んでいるためで

あった.そのそよ風カミ付とありがたいことか.外の

暑さに比例して船内は皆奮戦中である･前日から泊

りかけの者も含めて調査の準備をしているところである.

通常航海の日数あるいはその数倍の準備期間カ必要とい

われているが白嶺丸は絶えず調査にでかけ調査のあ�
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い間は一週間位である.とてもじっくりと機器を整備

して調査にそなえるといった時間はない｡調査中が整

備中であり準備期間である･研究員自体が調査の責

任者であると同時に電気屋の小僧であり機械屋であり

土方である.その中にまじってアルバイトの学生達が

半ば緊張し半ば不安な顔をのぞかせて研究員の指示

にしたがって手伝っている･アルバイトの学生には半

ば海洋地質調査の実習の意味も込められている.ある

者は生れて初めて大きな船に乗りある者は青函連絡船

位にしか乗ったことがない･初めて船に乗る場合そ

の印象カミ将来を大きく左右する･しけの無い平穏校航

海を祈るだけである.

最初に調整をかねて日本海溝を横断測線の調査を実施

する･調査海域では前回の調査をうけて主として沿

岸域の調査である.7月に入っているというのに霧カミ

かかり先カミ思いやられる.午前10時興になると霧カミ

晴れて沿岸の採泥が可能となる･翌日からは沖合いの

採泥から始めて目中霧が晴れてから沿岸の採泥を実施

することにしよう･昼間採泥夜間は物理探査を主体

として航走観測である.目的を達して塩釜港に入港し

たのが7月20目である.丁度海の記念目であり塩釜

港の海上保安部後援の港の会の方々の乗船がある｡地

質調査所東北出張所と共催の白嶺丸の見学会も行われ通

産局はじめ多くの方々の見学があり乗組員の皆様にも

手伝っていただき無事終了した･船の中にはあちら

こちらに突出部カミあり馴れない人はよくぶつかったり

つまずいたりするためよく注意していないとたらない.

前半の定点観測はスミスマッキンタイアというグラブ

採泥器による定量採泥と同時に作動する海底カメラによ

る撮影が主体であったカミ後半の観測はドレッジロッ

クコアラ等による岩盤の採取カ沖心である.また航走

観測としてサイドスキャンによる海底地形調査カミ主体と

なった.7月30目小名浜港に寄港し若干の人員の交

替と外国研修生の乗船があった･

研修･補備調査航海

7月31目小名浜出港から8月6回船橋帰港までの7日

間は国際協力事業団の沿岸探査集団研修コｰスの船上

研修をかねてこれまで行ってきた調査海域の補情調査

を実施した･同コｰスの海外研修者は8ケ国10名で

技術指導には海洋地質部の6名があたった(第7表).

7月30目午後2時研修生は小名浜港に集合乗船船

内案内計画その他注意事項の説明を行い31目午後4

時前出港後小名浜沖で物理探査を実施して午後9時頃終

了航走して翌日の採泥点に向う｡8月1目午前金華山

南東方75カイリの海上でドレッジによる岩盤採取及び

ロックコアラによる採泥をデモンストレｰションし午

後2時より深海用プロトン磁力計曳航実験を3時間実施

したのち釜石沖に向って音波探査･重力･磁力探査を

行った.

8月2目陸前高田市西方約8カイリの地点でMD500

H試錐機による海底掘削を実施したがその前に同地点

付近の海底状況把握のためにサイドスキャンソナによ

る海底調査を2時間行った･同目午後海底掘削を実施

したが残念なことに作動不良で失敗計画日程に従っ

て夜間仙台湾に向って南下した.

8月3目午前仙台湾内部でサイドスキャンソナ調査を

予定していたカミ濃霧のため調査不能とたったので昨

日の海底試錐失敗の汚名ばん回のため前日の地点に回

航し午後MD500H試錐機で掘削を試みた.しかし

今回も作動不良で船上から海底試錐機に指令をだす音波

制御システムに問題があることカミ判明した･海外研修

生の目前で恥をさらしてばかりはおれぬので小型海底

試錐機MD300PTにとり替えて試掘を行い数｡mの

岩石コア(ホルンフェノレス)を採取し辛うじ｡て面目を保

つことカミできた･終了後音波探査を行いなカミら再び

第6表GH81-3仙台日立沖調査航海の

研究班構成(その1)

区分｣氏名

地

質

調

査

所

研

究

員

船

上

調

査

研

究

補

助

員

本座

有田

木下

玉木

西村

村上

中村

岡村

山崎

斎藤

正井

河村

栄一

正史

泰正

賢策

清和

文敏

光一

行信

俊嗣

文紀

義郎

幸男

金谷美碧子

上原徳一郎

遠酉

中島

山目ヨ

森

木村

相田

野呂

敬二

敬史

憲次

信博

正樹

優

英生

所属1

海洋地質部■

総

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

務

〃

部■

琉球大学

〃

高知大学

〃

東京水産大学

山形大学

〃

〃

東海大学

担当

主席研究員総括,

採泥

〃

音探

〃

重力

音探

〃

重力

採泥

堆積

〃

地質

地物

〃

地質

〃

地物

堆積

写真業務

〃

目1

船上調査研究補助員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

備考

船橋一小名浜

船橋一塩釜

塩釜一船橋

船橋一塩釜

〃

船橋一小名浜

〃

塩釜一小名浜

〃

船橋一小名浜

〃

〃

〃

〃

〃

〃

船橋一塩釜

塩釜一小名浜�
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第12図GH81-3次航海(その1)

調査海域位置図及び側線図�
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仙台湾に向う･4目午前中同湾付近でサイドスキャ

ンソナによる調査を実施していたが八丈島南方を北上

する大型台風接近のため計画どおりにいけぱ帰途魔の

海域の野島崎沖で台風に遭遇する可能性カミ大となり船

長以下研修生まで大いに心配しここは百計逃げるにし

かずと調査を打切って全速力で帰途についた･風波

は次第に高くなり前途が危ぶまれたカミ案ずるほどの

こともなく5目星頃東京湾内に無事到着一同安堵し

た･北上する台風とは犬吠崎沖ですれ違ったらしく

幸い台風進路の西側であったので風も比較的弱くてす

んだのである.

6目午前1C時船橋港に帰港研修士諾君は満面に喜び

を表わして下船して行った.第14図にこの航海の航跡

を示す.

航海を通じて船内でのレクチュアは第8表のように

作業実施項目の各担当者がこれを行った.

下船の際研修士諾君から感想文をもらったのである

が要約すると最も強烈に研修生カミ印象を受けたのは

船上作業において船長以下船員カミ研究員と一緒になって

実に効率的に動くこと作業に身分の上下なく全員が働

くことであった･そのほか船と調査機器装置カミ整備

されていることサイドスキャンソナ調査海底試錐機

高速による音波探査が印象に残ったようである.

毎年実施している研修航海は東アジア酉太平洋沿海

第14図G且81-3次航海(その2)調査測線図及び採泥位置図

第7表G互81-3仙台･目立沖調査航海の研究班構成(その2)

�

海

外

研

修

生

��周慮�

��杆慮最

����穡�

コM1arnadiBe

�����

�牧��健��

刮�噩��愀

坥敲慇�潮最

�畭灯��慮慣��

�����

指酒井保好

導武居由之

井上英二

講木下泰正

師上嶋正人

兼

調村上文敏

査中村光一

岡村行信

技術1鈴木宏治

ビルマ

中国

インドネシア

〃

韓国

ペルｰ

フィリピン

タイ

〃

トルコ

工業省Myanma石油公団地.質

海洋地質調査所上海局

鉱物資源局

石油天然ガス局

動力資源研究所

ペルｰ石油省

天然資源省鉱山局

工業省鉱物資源局

国立石油局

��

地球物理

〃

掘削生産技術

地.質

〃

〃

地球物理

地.質

地球物理

国際協力事業団

地質調査所海外地質調査協力室地球物理

地質調査所海洋地質部

〃

〃

〃

〃

〃

総括･採泥

採泥･サイドスキャン

NNSS･重力探査

音波探査

〃

1鉱研試錐工業･･1試錐機�



第8表調査及び研修経過

月目1講義

見学訓練

7月30目

晴

31目

晴

8月1目

快晴

15:0〔ト15:30船内説明

09:00-09;30船内合同会議

14:00-15:00音波探査

15:00-15:30NNSS･重力

08:00-09:30ドレッジ

13:30-17:00深海用プロトン

2目

晴

09:00-11:00サイドスキャンソナ

3目≡09:0ト11:00深海プロトンNNSS

霧･晴一13:30-18:00海底掘削

4目09:00-10:00採泥調査

曇

5目1

曇1

6目

晴

!6:00-16:30総括ミｰティング

研修レポｰト提出

�����　

船内案内

��　

�����　

救難訓練

音波探査

08:OO一一09:30

10:30一一11:30

13:30一一17:00

17:00一

ドレッシ

ロックコアリング

深海用プロトン

音波･磁力探査

09:00一一･11:00

13:OO一一16:00

11:00一一11:30

�����　

サイドスキャンソナ

海底掘削

スミスマッキンタイヤグラブ

音波･磁力探査

�����　

18:00一

海底掘削

音波探査･サイドスキャンソナｰ

�����　

コア処理

音波探査個別研修

��　

15:50小名浜出港

夜ラマダン明けパｰティ

金華山南東方海域

陸前高田東方沖合

仙台湾･陸前高田東方沖合

荒天準備･仙台湾

航走

午後東京湾仮泊

10:00船橋入港

10:10下船

鉱物資源共同探査調整委員会(CCOP)からも評価され

今後も続行を要望されているカミ現在行われているよう

な特別研究の補備調査をかねた研修航海では充分たト

レｰニングもできずできることならより長い期間で

別個の航海を行う方がトレｰニングの効果カミより向上

すると思われる.

取得デｰタ:全航海距離3,547.3カイリ測点数101

(St2475-2575)うちドレッジ試料4(D492-495)ピス

トンコア試料1(P217)ロックコア試料14(RC204-217)

グラブおよびカメラ79(G1438-15!6)マリンドリリン

グ1(H19)地殻熱流量測定1点である.

おもな成果:今回の目立･仙台沖海域の調査航海をつ

うじて多くの地質学的地球物理学的情報が得られそれ

らは目下解析中であり最終成果は縮尺20万分の1の海

底地質図･表層堆積図及びクノレｰズレポｰトにまとめら

れて公表されることになっている.ここではGH81-2

次航海GH81-3次航海の2航海の終了段階で判明した

事実のうち興味ある点をまとめてトピックス的に紹介す

る.

�

㈮

金華山から岩沼沖の水深200-600mに細粒砂が広く

分布しその陸側に中粒砂分布域カミみられる･金華

山沿岸から仙台湾口にはシルトｰ粘土が分布する.

相馬沖から富岡沖には粗粒砂･中粒砂･シノレト質砂･

細粒砂が水深90～130m間に帯状に配列する.四合

沖から南には中粒砂か140～200mに分布し細粒砂･

砂質シルトシノレトと水深に応じて分布している.

以上の堆積物は全てオリｰブ色を呈して100m以浅

の明るいオレンジ色のものと対照的である･礫は中

粒砂から粗粒砂の分布域に多い.軽石は沖合の中粒

砂の分布域に多い傾向カミあるかそれとは別に細粒砂

の分布域に海岸線に平行な帯状配列を示すところもあ

る.陸棚上には水深10～30mくらいに棲息するキリ

ガイダマシやウニの破片がみられこれは海水準低下

時の残存堆積物と考えられる.

本城には古第三系以前の岩石の露出部はなく採取

された新第三系堆積岩は沿岸堆積岩に対比されると考

えられる.柱状採泥の結果にはピｰト層の上に礫か

らはじまる一連の海進によるものと考えられる堆積層

がみられるものもある.�
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第15図

0仙台･目立沖海域音波探査断面図

(棚橋学中村光一原図)

a:(L56)高萩沖36.40-N側線

b:(L41)四合沖37.10-N側線
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c:(L26)原町沖37,401N側線
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海底写真には浮遊性の懸濁物はほとんどみられず

リップルマｰク等も少なかったカミ生物の分布につい

ては興味深い事が多く中部以南に小エビとクモヒト

デの密集域がみられた.これらの密集域は極めて狭

い帯状分布をしている(写真8･9).

造がみられる･これは東北弧に幾分斜交する北上古

期岩類の南限を示す構造線に沿って盆地が形成されて

いることを示すと考えられその緩慢な沈降にとも

なって陸棚縁付近にforeset堆積層が形成されたもの

と考えられる.

3･仙台沖から富岡沖にかけて水深90-140mにforeset

の堆積物カミ広くみられる.採取された堆積物による

とこれは細粒砂を主体として時折り泥をはさむ互層と

考えられる.この堆積物は沖合では水深800mの平

担面で2秒位の層厚がある堆積層に連続している.

4大陸棚には相馬地域の鮮新統に対比されると考えら

れる堆積層が沖合いに向い単斜構造をだして連続し

上位に反射面があまり顕著にみられない堆積層が分布

している.鮮新統の下部と考えられるところに不整

合面があり広範囲にみとめられるが水深800mの

平担面下では整合的に移行している(第15図).

5.牡鹿半島から南東方向に伸びて分布する基盤岩類は

旧北上川と考えられるものの延長相当線から南西側に

は分布せずそこには中新統･鮮新統から成る舟盆構

まとめ

今年度は浅海域が中心となる調査であり海上でデｰ

タを得るという作業は比較的容易であった.しかしな

がら漁業活動が盛んなところの調査でもあり研究員

のみならず船長以下の乗組員諸氏にも気苦労の多い航海

が続いた･事前の漁業関係者への事情聴取から得られ

た情報のとおりの活動状況であったため予測計画立

案にその情報は多いに役立ったか霧の多い季節でも

あり計画の遂行カミ困難な状況も多かった.しかしな

カミら満足な資料カミ得られこれもひとえに関係者の努

力と理解の賜物と感謝している.

得られた資料は近々クルｰズレポｰト20万分の1

海底地質図表層堆積図として出版され学会等におい

ても公表される予定である.多くの方々に利用される

ことを期待している.�


